
令和５年度 自己評価反省 

 

 ●保護者からの意見として 

・いきいきっ子クラブ国見が、国東へ移動になり不便さを感じている。 

→熊毛からの移転により、利用の便に関しては、使いやすくなった方もいるが、国見の利用者の方にとっ

ては、不便さを感じている保護者の方も多くいるので、不安解消に努めていきたい。 

送迎時間が長くなり、利用時間が短くなってしまったことは否めないが、建物の中も広くなり、遊びの幅

も広がり、活動は今まで以上提供しやすくなった。 

・活動プログラムが固定化されていないか 

→活動内容においては、日々振り返りを行い、また新しいものを提供できるようにしている。 

●職員の自己評価より 

 ・これまでの放デイのみの事業所ではなく、児発も同時に提供している。 

職員も半数が、異動・新採用のなか、利用者の理解そして、利用者の方がよりいきいきっ子クラブで安

心して、楽しく療育できる場となるように日々話し合いを重ねている。 

 ・これからも、風通しのよい事業所となるように、保護者・関係機関とも密に連携しながら、子どもたち

の成長を促していきたい。 


